
佐沼夏祭りは登米市最大の夏祭りとして毎年開催されており、
前夜祭（登米中央商工会青年部主催）では、ヒーローショーや大抽
選会などが行われ多くの家族連れで賑わいます。本年は高校生バ
ンドコンテストやベガルタチアリーダーによるチア教室など新た
な企画も満載です。本祭では、ちびっこみこしパレードや郷土芸能
佐沼鹿踊の他、登米中央商工会女性部が主体となった手踊り、手曳
き山車、七福どん燈などが練り歩くパレードが行われます。また、
佐沼中央商店会が主催する「よさこいフェスティバル・スーパーラ
イブ」など様々なイベントが祭りを盛り上げます。フィナーレを飾
る花火大会では約3000発の花火が夏の夜空を彩ります。
■開催日／平成26年7月26日（土）、27日（日）
■開催地／登米市迫町佐沼地区・迫川河畔

（26日前夜祭／中江中央公園、
27日本祭／一市八日町通り、中江中央公園他）

■交　通／JR東北本線瀬峰駅より佐沼行の宮交バスで約
30分。東北自動車道「若柳金成IC」より車で30
分、三陸自動車道「登米IC」より車で20分。

■問合せ／佐沼夏祭り奉賛会（登米中央商工会）
　　　　　0220－22－3681
　　　　　URL　http://www.tome.or.jp/

佐沼夏祭り
●平成26年度通常総会を開催 （２）
●よろず支援拠点を開設 （3）
●全国商工会女性部連合会通常総会 仙台で開催 （3）
●小規模企業振興基本法案国会で成立 （4）
●小規模事業者持続化補助金62件採択 （4）
●わたしのお父さん（大河原町商工会青年部） （4）
●商工会事業の紹介（石巻かほく商工会） （5）
●商工会事業の紹介（栗駒鶯沢商工会） （5）
●平成26年度商工会地区夏のイベント （6）
●第7回みやぎ優れMONO募集 （7）
●被災中小企業復興支援リース補助事業 （7）
●青年部•女性部コーナー （8）

天　　野　　　忠　　正

株式会社髙橋プリント
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各
認
定
支
援
機
関
と
連
携
を
図

り
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
産
業
の
垣
根
を
越
え
た
高
度
・

専
門
的
な
経
営
課
題
に
対
し
て
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
総
合
的
な
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
」
と
訴
え

た
。ま

た
、「
儲
か
る
企
業
元
気
な

地
域
を
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
取
り

ま
と
め
た
「
商

工
会
等
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
報
告

書
」
を
計
画
的

に
推
進
し
、
支

援
機
能
の
強
化

を
図
る
」
と
力

強
く
述
べ
た
。

続
い
て
、
共

済
事
業
の
推
進

に
お
い
て
優
秀

な
成
績
を
収
め

た
商
工
会
を
代

表
し
て
、
玉
造

商
工
会
、
多
賀

平
成
二
十
六
年
度
本
会
通
常
総

会
が
、
五
月
二
十
九
日
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ

テ
ル
仙
台
に
お
い
て
、
守
本
憲
弘

東
北
経
済
産
業
局
長
（
代
理
・
鶴

岡
正
道
総
務
企
画
部
長
）
及
び
村

井
嘉
浩
宮
城
県
知
事
（
代
理
・
西

村
晃
一
経
済
商
工
観
光
部
次
長
）

を
は
じ
め
、
多
数
の
ご
来
賓
の
ご

臨
席
を
賜
り
開
催
さ
れ
た
。

開
会
に
先
立
ち
、
本
年
度
開
催

さ
れ
た
商
工
会
総
代
会
に
お
い

て
、
新
た
に
会
長
に
就
任
さ
れ
た

大
河
原
町
商
工
会
の
斎
藤
会
長
の

紹
介
が
行
な
わ
れ
た
。

天
野
会
長
は
開
会
挨
拶
で
、「
国

の
新
規
事
業
と
し
て
本
会
が
採
択

を
受
け
た
「
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」

と
本
会
が
代
表
機
関
を
務
め
る

「
み
や
ぎ
地
域
産
業
支
援
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」を
最
大
限
活
用
し
、

城
・
七
ヶ
浜
商
工
会
に
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
た
。

議
案
審
議
に
あ
た
っ
て
は
、
石

巻
市
牡
鹿
稲
井
商
工
会
斎
藤
会
長

を
議
長
に
選
出
し
、
提
出
さ
れ
た

平
成
二
十
五
年
度
事
業
報
告
や
収

支
決
算
な
ど
の
四
議
案
は
慎
重
な

る
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り

可
決
承
認
さ

れ
、
第
五
号
議

案
欠
員
に
伴
う

役
員
補
欠
選
任

の
件
で
は
、
辞

任
に
伴
い
欠
員

と
な
っ
て
い
た

理
事
に
村
田
町

商
工
会
の
増
田

会
長
と
栗
原
南

部
商
工
会
の
阿

部
会
長
を
そ
れ

継
続
的
な
被
災
地
復
興
支
援
と

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
総
合
的
な
支
援
を
強
化

︱
平
成
二
十
六
年
度
通
常
総
会
︱

◆
表
彰
◆

共
済
事
業
優
良
商
工
会

（
年
度
実
績
表
彰
）

●
新
規
加
入
上
位
商
工
会

　
　

七
ヶ
宿
町
商
工
会

　
　

柴
田
町　

商
工
会

　
　

多
賀
城
・
七
ヶ
浜
商
工
会

　
　

玉　

造　

商
工
会

　
　

遠　

田　

商
工
会

●
加
入
率
増
加
商
工
会

　
　

亘
理
山
元
商
工
会

　
　

多
賀
城
・
七
ヶ
浜
商
工
会

　
　

玉　

造　

商
工
会

新
会
長
の
ご
紹
介（

敬
称
略
）

◆
新
役
員
名
（
敬
称
略
）
◆

挨拶する天野会長

表彰状を受け取る多賀城・七ヶ浜商工会安住会長

監
事　

秋
葉　

 

薫

　
（
丸
森
町
商
工
会
）

大
河
原
町
商
工
会

　

会
長　

斎
藤　

清
一

理
事　

増
田　

敏
昭

　
（
村
田
町
商
工
会
）

理
事　

阿
部　

忠
雄

　
（
栗
原
南
部
商
工
会
）

ぞ
れ
選
任
し
、
増
田
会
長
が
理
事

に
就
任
し
た
こ
と
に
と
も
な
い
欠

員
と
な
っ
た
監
事
に
は
、
丸
森
町

商
工
会
の
秋
葉
会
長
が
選
任
さ
れ

た
。
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全
国
商
工
会
女
性
部
連
合
会
で

は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支

援
の
た
め
、
震
災
以
降
、
被
災
県

で
の
通
常
総
会
の
開
催
を
実
施
し

て
お
り
、
一
昨
年
の
福
島
県
に
続

き
、
今
年
度
は
本
県
で
の
開
催
と

な
っ
た
。

五
月
二
十
日
に
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
仙
台
に
お
い
て
、
全
国

よ
り
四
十
七
名
の
会
長
が
一
堂
に

会
し
、
来
賓
と
し
て
守
本
憲
弘
東

北
経
済
産
業
局
長
、
村
井
嘉
浩
宮

城
県
知
事
（
代
理
・
犬
飼
章
経
済

商
工
観
光
部
長
）、
石
澤
義
文
全

国
商
工
会
連
合
会
長
を
は
じ
め
、

開
催
県
と
し
て
天
野
連
合
会
会
長

も
出
席
し
開
催
さ
れ
た
。

全
国
の
女
性
連
会
長
が
来
る
と

あ
っ
て
、
宿
泊
先
や
視
察
研
修
先

の
女
性
部
で
は
、
震
災
に
伴
い
全

国
か
ら

多
く
の

義
捐
金

を
頂
戴

し
た
感

謝
の
気

持
ち
を

込
め
た

お
も
て

な
し
を
行
っ
た
。

ま
ず
、
宿
泊
先
の
秋
保
温
泉
の

ホ
テ
ル
玄
関
先
で
は
、
み
や
ぎ
仙

台
商
工
会
女
性
部
塩
澤
部
長
ら
部

員
の
方
々
が
、
横
断
幕
を
掲
げ
暖

か
く
出
迎
え
た
。

翌
日
は
、
道
府
県
女
性
連
会
長

被
災
地
視
察
研
修
が
実
施
さ
れ
、

名
取
市
閖
上
地
区
を
視
察
。
生
憎

の
雨
模
様
で
肌
寒
い
こ
と
も
あ
って
、

「
閖
上
さ
い
か
い
市
場
」
で
は
、
名

取
市
商
工
会
女
性
部
相
澤
部
長
ら

部
員
の
方
々
が
、
ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー
や

手
作
り
菓
子
等
を
準
備
す
る
な
ど

手
作
り
の
お
も
て
な
し
を
行
った
。

ま
た
、
オ
プ
シ
ョン
研
修
の
南
三

陸
町
「
さ
ん
さ
ん
商
店
街
」
で
は
、

南
三
陸
商
工
会
女
性
部
高
橋
部
長

ら
は
じ
め
多
数
の
部
員
が
お
出
迎

え
し
、宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
観
洋
で
は
、

阿
部
憲
子
女
将
に
大
震
災
の
体
験

談
を
講
話
い
た
だ
き
、
津
波
の
恐
ろ

し
さ
を
痛
感
し
、
言
葉
で
言
い
表

せ
な
い
心
に
残
る
研
修
と
な
っ
た
。

名
取
・
南
三
陸
の
両
仮
設
店
舗

で
は
、
さ
す
が
全
国
の
会
長
さ
ん

と
あ
っ
て
、
そ
の
買
い
っ
ぷ
り
に
脱

帽
。
全
員
財
布
が
空
っ
ぽ
に
な
る
ほ

ど
の
買
い
物
支
援
を
い
た
だ
い
た
。

【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】

【
サ
ブ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】

仮設店舗での買い物支援

今
年
度
か
ら
国
の
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総

合
支
援
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
、
本

会
に
「
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」
が
設

置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

全
国
に
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
は
、
三
百
八
十
五
万
社
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
長
年
、
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
相
談

対
応
を
担
っ
て
き
た
各
地
の
支
援

機
関
に
は
、
支
援
レ
ベ
ル
、
支
援

の
質
、
専
門
分
野
、
活
動
内
容
に

「
バ
ラ
ツ
キ
」
が
あ
り
、
既
存
の

支
援
機
関
は
年
々
、
複
雑
化
・
高

度
化
し
て
い
る
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
経
営
課
題
に
「
十
分

な
役
割
を
果
た
せ
て
い
な
い
」
と

言
う
指
摘
が
あ
っ
た
。

そ
の
一
方
で
、
既
存
の
支
援
機

関
の
中
に
も
、
静
岡
県
の
「
富
士

市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
（f-Biz

）」

や
、
東
京
都
の
「
板
橋
区
立
企
業

活
性
化
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
、
総
合

的
・
先
進
的
な
支
援
体
制
を
構

築
・
運
営
し
、
明
確
な
成
果
を
上

げ
て
い
る
支
援
組
織
も
存
在
し
て

い
る
。

こ
の
様
な
現
状
か
ら
中
小
企
業

庁
で
は
成
果
を
上
げ
て
い
る
支
援

組
織
の
考
え
方
、
支
援
方
法
を
徹

底
的
に
学
び
、
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
売
上
・
利
益
の
向
上

に
つ
な
が
る
よ
う
な
支
援
を
行
う

こ
と
を
目
的
に
「
よ
ろ
ず
支
援
拠

点
」
を
全
都
道
府
県
に
設
置
し
、

本
県
で
は
、
本
会
が
採
択
を
受
け

実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

○
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の
業
務

「
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」
の
具
体

的
業
務
は
、
大
き
く
分
け
て
、
次

の
三
点
。

一
、
高
度
で
先
進
的
な
ア
ド
バ
イ
ス

二
、
チ
ー
ム
に
よ
る
支
援

三
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

○
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の
目
標

「
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」
の
目
標

は
、
次
の
五
点
。 

一
、
販
路
拡
大
に
つ
な
が
る
経
営

相
談
で
、
行
列
の
で
き
る
拠

点
と
な
る
。

二
、
す
べ
て
（
よ
ろ
ず
）
の
経
営

課
題
に
応
え
る
。

特
に
①
創
業
、
②
海
外
展
開
、

③
新
分
野
進
出
、
④
地
域
活
性
化

の
四
分
野
が
重
点
分
野

三
、
最
適
任
の
支
援
人
材
や
専
門

家
を
紹
介
す
る
。

四
、
地
域
活
性
化
の
ハ
ブ
と
な
る
。

中
小
企
業
の
経
営
相
談
窓
口

『
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
』を
開
設

五
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
地
域
の
支
援
機

関
に
広
め
る
。

地
域
の
会
員
企
業
の
皆
様
が
抱

え
る
経
営
課
題
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
地
元
商
工
会
又
は
県
商
工
会

連
合
会
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

コーディネーターのご紹介

中小企業診断士
田中  宏司 氏

金融機関OB
菅野  史朗 氏

中小企業診断士
守屋  秀一 氏

中小企業診断士
後藤  　毅 氏

中小企業診断士
工藤　弘之 氏

中小企業診断士
田邉　寛誠 氏

第
四
十
八
回
全
国
商
工
会
女
性
部
連
合
会

通
常
総
会
を
仙
台
で
開
催
！

〜
被
災
地
視
察
で
買
い
物
支
援
〜
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三
月
二
十
七
日
、
閣
議
決
定
さ

れ
た「
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
」

が
、
第
百
八
十
六
回
通
常
国
会
で

審
議
さ
れ
、
六
月
二
十
日
、
参
議

院
本
会
議
で
可
決
、
成
立
し
た
。

全
国
連
を
中
心
に
、
小
規
模
事

業
者
振
興
と
地
域
経
済
活
性
化
の

た
め
に
は
小
規
模
企
業
振
興
に
特

化
し
た
法
律
が
必
要
と
の
考
え
か

ら
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
商
工

会
全
国
大
会
に
お
い
て
基
本
法
制

定
の
決
議
を
行
い
、
商
工
会
組
織

を
挙
げ
て
法
制
定
に
向
け
、
昨
年

実
施
し
た
百
十
万
を
超
え
た
「
小

規
模
企
業
基
本
法
の
早
期
制
定
を

求
め
る
署
名
」
等
様
々
な
取
組
み

を
行
っ
て
き
た
。

こ
う
し
た
動
き
を
受
け
て
、
国

会
の
施
政
方
針
演
説
で
は
、
安
倍

総
理
が
「
基
本
法
を
制
定
し
、
小

規
模
事
業
者
支
援
に
本
腰
を
入
れ

て
乗
り
出
す
」
と
決
意
表
明
。

法
制
定
の
動
き
に
併
せ
、
平
成

二
十
五
年
度
補
正
予
算
で
は
、
中

小
・
小
規
模
企
業
の
持
続
的
経
営
、

新
た
な
販
路
開
拓
を
支
援
す
る
た

め
、
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助

金
、
国
内
外
販
路
開
拓
支
援
補
助

金
等
支
援
施
策
が
拡
充
強
化
さ
れ

た
。中

小
企
業
の
中
で
も
約
九
割
と

そ
の
大
半
を
占
め
る
小
規
模
企
業

経
営
者
が
、
将
来
に
希
望
が
持
て

る
よ
う
、
小
規
模
企
業
に
焦
点
を

当
て
た
施
策
の
整
備
が
、
期
待
さ

れ
て
お
り
、
小
規
模
企
業
振
興
基

本
法
制
定
は
小
規
模
政
策
充
実
の

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
。

こ
れ
か
ら
は
、
全
国
連
と
連
携

し
、
小
規
模
企
業
が
変
化
を
実
感

で
き
る
よ
う
な
小
規
模
企
業
施
策

の
実
現
を
強
く
要
望
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

ま
た
、
同
時
に
「
商
工
会
及
び

商
工
会
議
所
に
よ
る
小
規
模
事
業

者
の
支
援
に
関
す
る
法
律
」
も
一

部
改
正
さ
れ
、
半
世
紀
以
上
に
わ

た
り
小
規
模
事
業
者
の
経
営
相
談

に
応
じ
て
き
た
商
工
会
に
対
し
、

地
域
唯
一
の
経
済
団
体
と
し
て
こ

れ
ま
で
以
上
に
、
大
き
な
役
割
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

本
会
が
地
域
事
務
局
と

し
て
公
募
し
た
「
小
規
模

事
業
者
持
続
化
補
助
金
」

の
第
一
次
公
募
第
一
次
受

付
に
つ
い
て
は
、
三
月

二
十
八
日
で
締
切
、
地
方

審
査
委
員
会
及
び
全
国
審

査
委
員
会
に
お
い
て
厳
正

な
審
査
を
行
っ
た
結
果
、

本
県
か
ら
は
六
十
二
事
業

者
が
採
択
さ
れ
た
。

本
事
業
は
、
持
続
的
な

経
営
に
向
け
た
経
営
計
画

に
基
づ
く
、
小
規
模
事
業

者
の
地
道
な
販
路
開
拓
な

ど
の
取
り
組
み
を
支
援
す

る
た
め
、
そ
れ
に
要
す
る

経
費
の
一
部
を
補
助
す
る

も
の
。

第
二
次
受
付
に
つ
い

て
は
、
五
月
二
十
七
日

を
も
っ
て
締
切
、
県
下

三
十
三
商
工
会
よ
り
、
第

一
次
受
付
を
大
幅
に
超
え

る
二
百
七
十
三
事
業
者
か

ら
応
募
が
あ
り
、
七
月
上

旬
に
採
択
が
決
定
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。

6 月20日開催された小規模企業政策の充実
について感謝する集いで挨拶する安倍総理

小規模事業者持続化補助金
62事業者が採択決定

み
づ
き
の
パ
パ
は
、や
さ
し

い
で
す
。パ
パ
は
、勉
強
を
教
え

て
く
れ
ま
す
。パ
パ
は
、怒
る
と

こ
わ
い
で
す
。パ
パ
の
仕
事
は
、

㈱
エ
ク
セ
レ
ン
ト
シ
ョ
ッ
プ
サ

イ
ト
ー
で
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
が
自
分
の
家
の
ト
イ

レ
を
詰
ま
ら
せ
た
と
き
、パ
パ

が
な
お
し
て
く
れ
て
、と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。仕
事
で

も
お
客
さ
ん
が
こ
ま
っ
た
と

き
、パ
パ
が
な
お
す
こ
と
で
、よ

ろ
こ
ば
れ
て
い
る
ん
だ
な
あ
と

思
い
ま
す
。パ
パ
は
毎
日
家
族

の
た
め
に
夜
遅
く
ま
で
い
っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
働
い
て
く
れ

て
い
ま
す
。

休
み
の
日
は
、公
園
や
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ

ま
す
。ま
た
、み
づ
き
が
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
練
習
や
試

合
が
あ
る
と
き
は
、よ
く
応
援

に
来
て
く
れ
ま
す
。そ
ん
な
パ

パ
が
休
み
の
と

き
が
と
て
も
う

れ
し
い
で
す
。

怒
ら
れ
た
り

す
る
こ
と
も
あ

る
け
ど
、み
づ

き
の
事
を
ち
ゃ

ん
と
考
え
て
く

れ
る
パ
パ
が
大

好
き
で
す
。

斎藤　敦さんとみづきさん

斎さ
い
と
う藤

　
み
づ
き
さ
ん
　
　

（
大
河
原
町
立
大
河
原
小
学
校
二
年
）

　

株
式
会
社
エ
ク
セ
レ
ン
ト
シ
ョ
ッ
プ
サ
イ
ト
ー

大
河
原
町
商
工
会
青
年
部　

斎さ
い
と
う藤　

敦あ
つ
しさ
ん

「
わ
た
し
の
お
父
さ
ん
」

小
規
模
企
業
振
興
基
本
法 

制
定

全
国
小
規
模
事
業
者
の
念
願
叶
う
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物
、
地
元
の
「
消
費
者
の
会
」
で

は
昔
懐
か
し
い
「
コ
ッ
ペ
パ
ン
」

な
ど
の
販
売
、
ま
た
、
地
元
の
子

供
た
ち
に
地
元
の
商
店
街
を
も
っ

と
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
商
店
街

を
回
っ
て
ス
タ
ン
プ
を
集
め
、
全

部
回
っ
た
子
供
た
ち
に
抽
選
で
景

品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
企
画
も
大

人
気
で
す
。
地
域
住
民
は
「
こ
ん

な
に
子
供
が
い
る
ん
だ
！
」
と
毎

回
感
動
し
て
い
ま
す
。

今
、
各
商
店
と
も
後
継
者
難
に

苦
慮
し
、
商
店
会
も
毎
年
店
舗
数

が
減
少
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
が
、
元
気
あ
る
商
店
主
が
頑

張
っ
て
協
力
し
、
地
元
消
費
者
の

期
待
に
応
え
て
い
こ
う
と
い
う
思

い
か
ら
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
企

画
を
考
え
日
々
前
進
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
日
々
の
商
売
に

魂
を
込
め
頑
張
り
、
地
域
の
住
民

に
喜
ば
れ
る
商
店
街
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
五
月
二
十
五
日
㈰
、
お

が
つ
店
こ
屋
街
を
会
場
に
『
お
が

つ
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア
』
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ま
だ
瓦
礫

の
残
る
平
成
二
十
三
年
五
月
に
お

が
つ
復
興
市
実
行
委
員
会
が
組
織

さ
れ
、
旧
雄
勝
総
合
支
所
に
て
第

一
回
目
の
『
お
が
つ
復
興
市
』
が

行
わ
れ
、
多
く
の
再
会
の
涙
と
喜

び
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
第
二
回
の
復
興
市

を
経
て
同
年
十
一
月
十
九
日
に
、

多
く
の
支
援
を
得
て
仮
設
商
店
街

『
お
が
つ
店
こ
屋
街
』
が
オ
ー
プ

ン
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
仮
設
商

店
街
に
会
場
を
移
し
継
続
的
に
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

雄
勝
の

中
で
最
も

雄
勝
ら
し

い
、
雄
勝

な
ら
で
は

の
イ
ベ
ン

ト
。
そ
れ

が
『
お
が

つ
ク
ラ
フ

栗
原
市
栗
駒
岩
ケ
崎
六
日
町
通

り
商
店
街
で
行
わ
れ
て
い
る
「
く

り
こ
ま
夜
市
」
は
地
域
住
民
と
商

人
と
の
交
流
の
場
と
し
て
始
ま

り
、
今
年
度
で
三
十
三
回
目
を
迎

え
ま
す
。

開
催
当
初
は
、
五
月
か
ら
九
月

ま
で
月
二
回
夕
方
五
時
よ
り
九
時

ま
で
開
催
し
て
お
り
、
抽
選
会
の

景
品
も
テ
レ
ビ
・
自
転
車
等
、
豪

華
な
も
の
で
し
た
が
、
大
型
量
販

ト
フ
ェ
ア
』。
雄
勝
硯
の
制
作
実

演
、
販
売
を
は
じ
め
、
昨
年
か
ら

は
、
日
本
一
の
硯
や
日
本
で
唯
一

の
天
然
ス
レ
ー
ト
で
お
な
じ
み
の

雄
勝
石
を
使
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
メ
イ
ン
に
し
て
雄
勝
地
区
や

県
内
外
の
工
芸
品
を
集
め
て
開
催

し
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ア
ク
セ
サ

店
の
進
出
や
人
口
の
減
少
等
に
よ

り
商
店
街
の
店
舗
数
が
年
々
減
少

し
、
開
催

も
六
月
か

ら
八
月
ま

で
の
月
一

回
に
、
時

間
も
五
時

か
ら
八
時

ま
で
と
縮

小
を
余
儀

も
の
づ
く
り
の
里
を
め
ざ
し
て

『
お
が
つ
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア
』

石
巻
か
ほ
く
商
工
会

地
域
住
民
と
交
流
の
場
と
し
て

『
く
り
こ
ま
夜
市
』

栗
駒
鶯
沢
商
工
会

リ
ー
や
バ
ッ
チ
、
押
し
花
は
が
き

等
が
数
百
円
で
作
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
ま
ま
持
ち
帰
り
で
き
る

と
あ
っ
て
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で

み
ん
な
楽
し
そ
う
に
作
っ
て
い
ま

し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
地
元
小
学
校

の
『
南
中
ソ
ー
ラ
ン
』
や
『
花
笠

音
頭
』、
仙
台
駅
前
で
お
な
じ
み

の
佐
藤
育
美
さ
ん
の
楽
し
い
ト
ー

ク
で
会
場
を
盛
り
上
げ
、
ま
た
、

出
店
ブ
ー
ス
で
は
、工
芸
品
の
他
、

地
元
で
水
揚
げ
さ
れ
た
ホ
ヤ
な
ど

の
旬
の
海
産
物
、
山
形
の
山
菜
、

村
田
町
か
ら
は
野
菜
な
ど
、
お
い

し
い
も
の
も
盛
り
だ
く
さ
ん
の
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
続
け

て
、
こ
の
地
が
様
々
な
『
も
の
づ

く
り
の
里
』
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

クラフトフェア会場

商店街通りの様子

多くの子供たちで賑わう露店

もの作り体験の様子

な
く
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
年
に
三
回
だ
け
の
開

催
と
は
言
え
住
民
か
ら
の
期
待
は

高
く
、
参
加
す
る
商
店
も
期
待
に

こ
た
え
よ
う
と
頑
張
っ
て
お
り
、

四
百
二
十
メ
ー
ト
ル
あ
る
商
店
街

を
歩
行
者
天
国
と
し
、
毎
回
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

六
月
は
、
子
供
た
ち
に
よ
る
郷

土
芸
能
の
神
楽
、
七
月
は
餅
つ
き

大
会
と
栗
駒
山
車
祭
り
で
披
露
す

る
踊
り
の
練
習
演
舞
、
八
月
は
商

工
会
青
年
部
ま
つ
り
と
商
工
会
主

催
の
「
春
夏
秋
冬
夏
の
市
」
を
開

催
し
て
お
り
ま
す
。

毎
回
、
お
祭
り
広
場
で
は
、
地

元
の
農
産
品
や
三
陸
か
ら
の
水
産
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商工会名 イベント名 開催日 開催場所

名 取 市

“わ”で奏でる東日本応援コンサート 2014in 名取 7/19 名取市文化会館
第 29 回なとり夏まつり 8/2　雨天順延 名取市下増田小学校グラウンド
名取市仮設店舗　閖上さいかい市場・夏の感謝の夕べ 8/9、10 閖上さいかい市場
なとり駅前 de 夏まつり 8/10 サッポロビール㈱仙台工場

岩　 　沼　 　市
いぎなり冷やっこいルービー飲むすぺ？～せいねん
ぶ的地元愛 in 駅前広場 8/8 岩沼駅前広場

いわぬま市民夏まつり 8/23 岩沼市役所前広場及び二木大通線
角 田 市 第 35 回かくだふるさと夏まつり 8/14 角田市内中心商店街・台山公園
丸 森 町 第 26 回齋理幻夜 8/9 丸森町　齋理屋敷周辺
蔵 王 町 第 102 回遠刈田仮装盆踊り大会 8/14、15　雨天順延 遠刈田温泉蔵王通り特設会場

七 ヶ 宿 町 七ヶ宿火まつり 8/23 七ヶ宿ダム自然休養公園
わらじで歩こう七ヶ宿 8/24 七ヶ宿スキー場～七ヶ宿町役場（道中）

大 河 原 町 第 28 回おおがわら夜市 7/26 おおがわら中央通り商店街
おおがわら夏まつり 8/9 白石川右岸河川敷公園

柴 田 町 ザ・フェスティバル in しばた 7/26 陸上自衛隊船岡駐屯地内
バンドフェスタ in しばた 8/24 柴田町太陽の村

川  崎  町

川崎町スタンプ会町民親睦ゲートボール大会 7/6 川崎町Ｂ＆Ｇ海洋センター　グラウンド
かわさき夏まつり花火大会 8/13 川崎町Ｂ＆Ｇ海洋センター　グラウンド
町地区夏まつり 8/15 川崎町役場駐車場
川崎町スタンプ会中元福引大売出し 8/15 川崎町役場駐車場

亘 理 山 元 すきですやまもと“2014”福幸花火大会 7/26 山元町 八重垣神社
みやぎ仙台 第 34 回泉区民ふるさとまつり 8/23 七北田公園、泉中央駅前ペデストリアンデッキ

多賀城・七ヶ浜 七の市 7/27、8/31 七ヶ浜町役場前駐車場
第 23 回多賀城市民夏祭り「ザ・祭り in 多賀城」 8/23 陸上自衛隊多賀城駐屯地

利 府 松 島 松島マルシェ　まつの市 7/27、8/31、9/28 松島町文化観光交流館

く ろ か わ

おおさと夏まつり 8/2 フラップ大郷 21 駐車場
たいわ商工まつり 8/3 大和町まほろばホール
みやぎ復興祭「2014 おもしぇがらきてけさ in 富谷」 8/16 富谷しんまち公園駐車場
おおひら万葉まつり 8/23 おおひら万葉クリエイトパーク

加 美
かっぱのふるさと祭り 8/10 色麻町役場前駐車場
中新田夏まつり 8/12 加美町中新田花楽小路
第 28 回かみ鳴瀬川大花火大会 8/14 加美町中新田あゆの里田川公園

玉 造 内川夏祭り 8/2 有備館駅前広場「ユービック」

大 崎

三本木夏まつり 2014 8/14 三本木　鳴瀬川河川公園特設会場
鹿島台わらじまつり 8/14 鹿島台　鎌田記念ホール特設会場
まつやま夏まつり 8/14 松山公民館前広場
おおさきジャンボ肉まつり in たじり 8/24 田尻総合体育館グラウンド

遠 田
えきフェス MISATO2014 8/3 ＪＲ小牛田駅・駅東地区
みさと花火 2014 8/14 牛飼水辺公園
わくや夏まつり 8/14 江合川右岸河川敷特設会場

栗 原 南 部

泉のふるさと“たかしみず”夏まつり 8 月上旬 桂葉清水公園前農村公園
つきだて七夕まつり 8/9、10 駅前大通り
2014 せみね夏祭り 8/14 瀬峰公民館前特設会場
第 25 回志波姫水車まつり 8/14 志波姫イオン北側市道おまつり広場
せみね灯篭流し 8/16 五輪堂山公園内瀬峰河川敷

若 柳 金 成
金成よさこい祭り 8/3 栗原市金成総合支所庁舎前駐車場
若柳夏まつり流灯花火大会 8/16 迫川、若柳川北河川公園他

栗 駒 鶯 沢

くりこま山車まつり 7/26、27 栗原市栗駒岩ヶ崎　馬場通り
栗原よさこいまつり 7/27 栗原市栗駒岩ヶ崎　馬場通り
くりこま春夏秋冬「夏の市」 8/1 六日町通り特設会場
鶯の里夏祭り（花火大会） 8/14 鶯沢幼稚園・保育所駐車場
栗駒ふるさと祭り「栗駒花火大会」 8/15 三迫川河川公園

一 迫 花 山 第 39 回一迫夏まつり花火大会 8/14 一迫中央公園隣　迫川河畔
第 20 回夏まつり灯ろう流し大会 8/14（予定） 長崎川

登 米 中 央 佐沼夏祭り 7/26（前夜祭）
7/27（本祭・花火大会）

前夜祭・中江中央公園
本祭・一市八日町通り、中江中央公園他
花火大会・迫川河畔

みやぎ北上 第 30 回とよま明治村夏まつり 8/2 登米町蔵ジアム特設会場
とよまかっぱ市 7/25 登米町遠山之里特設会場

登米みなみ 2014YOSAKOI ＆ねぷた in とよさと 8/14 豊里駅前通り

東 松 島 市 東松島市鳴瀬流灯花火大会 8/16 鳴瀬川河川敷
東松島夏まつり 8/23 矢本駅前周辺

石巻かほく

2014 サマーフェスタインかほく 8/10（予定） 石巻市河北総合センター　ビックバン
雄勝灯ろう流し 8/14 雄勝湾
北上復興夕市 8/10 相川地内
飯野川商店街歩行者天国 8/16（予定） 飯野川商店街

河 南 桃 生 和の灯 2014　和渕夏まつり 8/15 旧北上川河川敷　和渕水辺の楽校
広渕夏まつり 2014 8/16 広渕小学校駐車場

南 三 陸

志津川湾夏まつり復興市 2014 ～未来に“つなぐ”夏
～ 7/26 南三陸町志津川　仮設魚市場周辺

歌津復興夏まつり 2014 8/10、11 南三陸町歌津　伊里前福幸商店街特設会場
八幡川かがり火まつり復興市 8/30 南三陸町志津川　さんさん商店街特設会場

本 吉 唐 桑 第 20 回本吉マンボウサンバ大会 8/23 津谷商店街

平成26年度商工会地区夏のイベント情報
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被被災災中中小小企企業業復復興興支支援援リリーースス補補助助事事業業
　東日本大震災により設備等を滅失し債務を抱えた中小企業
者が、再度設備等を導入する場合の新規のリース料の一部を補
助することにより、被災中小企業者の二重債務負担の軽減を図
り、円滑な事業再開を支援します。
申請受付期間を２年延長し、平成28年3月31日までに締結した
リース契約が、補助事業の対象になります。

リースにより
再度設備等
導入する場合、
新規リース料の
１０％ を
補助します。

リースにより導入した設備
等が被災し、リース債務だ
けが残ってしまった。

割賦で購入した設備等が被
災し、割賦債務だけが残っ
てしまつた。

金融機関からの借入で導入
した設備等が被災し、借入
だけが残ってしまった。

対象になるリース契約期間
が２年延長になりました

被災地での
事業再開を応援！！

〈補助に関するお問い合せ〉
最寄りの商工会もしくは宮城県商工会連合会まで

【主催】みやぎ優れＭＯＮＯ発信事業実行委員会
詳しくは最寄りの商工会もしくは宮城県商工会連合会まで

第７回

募 集

概 要
　県内企業が製造する優れた工業製品を認定し、県内外に広く
発信していく「みやぎ優れＭＯＮＯ」の対象製品を募集します。
　認定企業等への技術、経営、販売等に係る様々な支援を行い、
宮城県から数多くのものづくりヒット商品を生み出すことを
目的としています。
≪対象製品≫県内で生産される機械器具等工業製品
　　但し、応募時点において、事業化・製品化から５年を経過
　　していない製品
≪対象企業≫県内に事業所を有している企業・法人・個人

【募集期間】７月１日（火）～８月８日（金）
●応募説明会
日時 ８月６日（水）13 時～15 時
場所 宮城県産業技術総合センター
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し
た
立
場
、
そ
し
て
支
援
を
受
け

た
双
方
の
立
場
か
ら
基
調
講
演
が

行
わ
れ
、
経
営
革
新
へ
の
具
体
的

な
考
え
方
に
つ
い
て
対
談
形
式
で

行
わ
れ
た
。

な
お
、
主
張
発
表
大
会
の
結
果

は
次
の
通
り
。

○
最
優
秀
賞

仙
南
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

　

山
田　

岳
彦
君（
七
ヶ
宿
町
）

「
青
年
部
活
動
に
参
加
し
て
」

〜
青
年
部
で
の
出
会
い
が
地
域

　
　

に
夢
を
あ
た
え
て
く
れ
た
〜

○
優
秀
賞

中
央
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

　

小
野　

博
基
君（
利
府
松
島
）

「
青
年
部
活
動
に
参
加
し
て
」

〜
地
域
に
根
差
し
た
「
最
高
の

　
　

経
営
者
」
を
目
指
し
て
〜

平
成
二
十
六
年
度
宮
城
県
商
工
会

女
性
部
連
合
会
通
常
総
会
開
催

︱
全
議
案
を
原
案
通
り
承
認
︱

平
成
二
十
六
年
度
宮
城
県
商
工

会
女
性
部
連
合
会
通
常
総
会
が
去

る
五
月
十
二
日
に
仙
台
ガ
ー
デ
ン

パ
レ
ス
に
て
開
催
さ
れ
た
。

審
議
に
先
立
ち
、
平
成
二
十
五

年
度
商
工
会
女
性
部
員
増
強
運
動

で
顕
著
な
成
績
を
納
め
た
名
取
市

商
工
会
女
性
部
に
対
し
表
彰
状
と

記
念
品
の
授
与
が
行
わ
れ
た
。

議
案
審
議
で
は
、
平
成
二
十
五

年
度
事
業
報
告
、
平
成
二
十
六
年

度
事
業
計
画
等
の
三
議
案
が
、
原

案
通
り
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

た
。

る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」
と
題

し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
込
み
、

今
求
め
ら
れ
て
い
る
ニ
ー
ズ
を
先

取
り
し
、話
題
づ
く
り
の
大
切
さ
、

小
さ
い
こ
と
で
も
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

に
な
る
こ
と
で
、
人
の
心
を
動
か

す
こ
と
が
で
き
、
地
域
づ
く
り
が

図
ら
れ
る
と
語
っ
た
。

な
お
、
主
張
発
表
大
会
の
結
果

は
次
の
通
り
。

○
最
優
秀
賞

仙
南
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

　

相
澤　

邦
戸
さ
ん（
角
田
市
）

○
優
秀
賞

大
崎
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

　

泉
田
ま
ゆ
み
さ
ん
（
遠
田
）

続
い
て
、
中
小
企
業
診
断
士
の

渡
辺
進
也
氏
と
㈱
オ
イ
デ
ッ
ク
専

務
取
締
役
尾
出
恵
一
氏
（
県
青
連

会
長
）
に
よ
り
「
経
営
革
新
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
講

演
が
行
わ
れ
た
。

講
演
で
は
、
経
営
革
新
を
支
援

最
優
秀
賞
に
山
田
岳
彦
君

（
七
ヶ
宿
町
商
工
会
）

︱
商
工
会
青
年
部
員
研
修
会
︱

商
工
会
青
年
部
員
研
修
会
が
六

月
十
一
日
、
石
巻
市
河
北
総
合
セ

ン
タ
ー
「
ビ
ッ
グ
バ
ン
」
で
県
下

青
年
部
員
約
百
三
十
名
参
加
の
も

と
開
催
さ
れ
た
。

は
じ
め
に
、
第
二
十
一
回
青
年

部
主
張
発
表
大
会
が
行
わ
れ
、
県

下
五
ブ

ロ
ッ
ク
か

ら
の
代
表

者
が
日
頃

の
青
年
部

活
動
や
地

去
る
六
月
十
六
日
ウ
ェ
ス
テ
ィ

ン
ホ
テ
ル
仙
台
に
お
い
て
商
工
会

女
性
部
員
研
修
会
が
二
百
名
を
超

え
る
部
員
の
参
加
の
も
と
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
。

女
性
部
主
張
発
表
大
会
で
は
、

五
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
者
が
女
性
部

活
動
等
に
つ
い
て
熱
弁
を
振
い
、

角
田
市
商
工
会
女
性
部
の
相
澤
邦

戸
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、

七
月
十
六
日
、
岩
手
県
盛
岡
市
で

開
催
の
東
北
六
県
・
北
海
道
商
工

会
女
性
部
主
張
発
表
ブ
ロ
ッ
ク
大

域
振
興
事
業
等
に
つ
い
て
熱
弁
を

振
っ
た
。

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
青
年
部

で
の
出
会
い
が
新
た
な
起
業
・
雇

用
を
創
出
し
た
こ
と
を
テ
ー
マ
に

発
表
し
た
、
仙
南
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

の
山
田
岳
彦
君
（
七
ヶ
宿
町
商
工

会
）
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
、
八
月

二
十
九
日
に
秋
田
県
で
開
催
さ
れ

る
東
北
六
県
・
北
海
道
商
工
会
青

年
部
主
張
発
表
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に

本
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
切
符

を
手
中
に
収
め
た
。

会
に
出
場

す
る
こ
と

と
なった
。

ま
た
、講

演
会
で
は

経
営
・
地

域
再
生
コ

ン
サ
ル
タ

ン
ト
水
津

陽
子
氏
が

「
女
性
な

ら
で
は
の

視
点
に
よ

商
工
会
女
性
部
員
研
修
会

〜
第
十
四
回
主
張
発
表
大
会
同
時
開
催
〜

︱
宮
城
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
︱

講師の渡辺先生と尾出県青連会長

主張発表者の皆さん

熱弁を振う山田岳彦君

第296号（8）発行　平成26年7月1日


